
場  所 分  類 

被ばく低減対策好事例集 

原子炉建屋内 ＲＢ 

ＲＢ 

Ｒ 

２ 

５ 

１ 時間 

タービン建屋内 ＴＢ ２ 距離 

Ｒ ＺＯＮＥ Ｒ ３ 遮へい 

Ｙ ＺＯＮＥ Ｙ ４ 線源の除去 

Ｇ ＺＯＮＥ Ｇ ５ 遠隔、ﾛﾎﾞｯﾄ化 

その他 

（） 
Ｚ 

６ 汚染拡大防止 
番号 ０２－１１ 

７ その他 

内  容 高線量６ｍ３コンテナからの距離確保と工法カイゼン 

作業場所 ２号 Ｒ/Ｂ 構台上前室エリア 

概  略 
放射線管理員の被ばく低減を目的に遮へいＢＯＸの設置とスミア採取治具を

使用して高線量６ｍ３コンテナの汚染確認を実施した。 

評  価 

(定性・定量) 
効 果 

 対策前 対策後 

被ばく線量(mSv) － － 

人工数(人日 － － 

事例詳細  

 

対策前   高線量６ｍ３コンテナの移動前に汚染確認をする必要があり、被ばくする恐れがあった。 

 

対策内容  放射線管理員が遮へいＢＯＸ内からスミア棒を伸ばし６㎥コンテナの汚染確認を実施した。 

 

             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集：東京パワーテクノロジー株式会社 

放射線管理員待機エリア 

 

スミア棒（伸縮用） 

 

鉄板＋鉛：２２ｍｍ＋９ｍｍ
遮蔽効果：約54％

 

最大6mまで延長可能 

 

スミアを
先端に
取り付け

多角的に
変形

連続採取

遮へいＢＯＸ 


